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（回収金額・収益金）H２４年：2,345 千円⇒H３０年：1,657 千円⇒R 元年：1,340千円（予定） 

      ★福一紙料仕切り（売上げ）単価：H27 年度～2 円⇒3 円/㎏（古紙市況の上昇） 

                      H30 年度～３円⇒４円/㎏（リサイクルデー月１回で効率化） 

      ★三田市奨励金：H29 年度まで６．０円/㎏ 

              H30 年度  ４．５円/㎏ 

                            R 元年度  ３．０円/㎏ 

（回 収 量）23 年度をピークに、年々減少 

★全体量：H３０年度/H２３年度＝７６．２％迄減少（空きびん回収無ければ６７．３％） 

      特に、新聞・雑誌の減少が顕著 

★減少の要因 

        ・新聞不買宅増加、雑誌の購入減少⇨パソコン、スマホ等で情報入手 

        ・郊外にある回収ＢＯＸ、スーパー店頭回収ＢＯＸ（買い物ポイント付）へ持ち込み 

         ＊段ボールは若干の減少⇨ネット通販での購入（段ボール過剰梱包） 

                 ＊アルミ缶増加、布類は横ばい 

         ＊空きびんは 25 年度から弥生が丘自治会回収スタート、30 年度でほぼ全量回収 
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さんだリサイクルコミュニティ賞受賞 

（１世帯当たり年間回収量、三田で１番） 

 


